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総
会
の
会
場
に
お
い
て
、
退
任
さ

れ
る
班
長
並
び
に
セ
ン
タ
ー
の
発
展

に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
会
員
、
安

全
標
語
入
選
者
に
対
し
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
退
任
班
長
表
彰
》

地
域
班
長
を
二
期
四
年
以
上
務

め
退
任
さ
れ
た
方

若
島

滋

《
十
五
年
表
彰
》

会
員
在
籍
十
五
年
以
上
で
昨
年
度

一
日
以
上
の
就
業
と
セ
ン
タ
ー
の
事

業
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
方

稲
葉

秋
江

・

吉
田

和
美

大
森

リ
ツ
子

・

井
ノ
内

靖

《
十
年
表
彰
》

会
員
在
籍
十
年
以
上
で
昨
年
度
年

間
五
十
日
以
上
の
就
業
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
（
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
ま

た
は
シ
ル
バ
ー
祭
り
へ
の
協
力
含

む
）
の
功
績
が
あ
る
方

長
谷
川

泰
比
古

・
小
塚
誠
忠

助
川

喜
久
子

・

槙

フ
ミ
イ

《
五
年
表
彰
》

会
員
在
籍
五
年
以
上
で
昨
年
度
年

間
五
十
日
以
上
の
就
業
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
（
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
ま

た
は
シ
ル
バ
ー
祭
り
へ
の
協
力
含

む
）
の
功
績
が
あ
る
方

鈴
木

和
子

・

鈴
木

と
み
子

鈴
木

一

・

三
浦

喜
美
子

深
澤

キ
ヨ
子

・

松
野

典
子

《
安
全
標
語
入
選
表
彰
》

入
選
作
品
は「
シ
ル
バ
ー
伊
東
」
72

号
で
紹
介

一
席

竹
安

尚
正

二
席

秋
山

詳
平

古
原

正
義

六
月
二
十
一
日
（
金
）
伊
東
市
観
光

会
館
別
館
に
お
い
て
第
六
十
一
回
定

時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

太
田
副
理
事
長
の
開
会
宣
言
に
よ

り
始
ま
り
、
郡
理
事
の
音
頭
で
市
民

憲
章
の
唱
和
に
つ
づ
き
、
角
谷
理
事

長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
（
理
事
長

挨
拶
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
）

会
員
表
彰
を
は
さ
み
、
来
賓
と
し
て

ご
臨
席
頂
い
た
、
小
野
達
也
伊
東
市

長
、
井
戸
清
司
議
会
議
長
、
中
田
次

城
県
議
会
議
員
そ
し
て
勝
俣
孝
明
衆

議
院
議
員
代
理
・
村
上
祥
平
秘
書
よ

り
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

尚
、
佐
山
正
伊
東
市
議
観
光
建
設
委

員
長
、
伊
東
商
工
会
議
所
会
頭
代
理

と
し
て
佐
藤
和
也
事
務
局
長
に
来
賓

と
し
て
ご
臨
席
頂
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
議
事
に
入
り
、
対
島
地

域
会
員
川
村
正
博
氏
が
司
会
、
小
澤

一
博
氏
が
議
長
と
な
り
、
次
に
記
載

し
た
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
承
認
事
項
】

第
１
号
議
案

平
成
三
十
年
度
決
算

承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

会
費
の
改
定
に
つ
い

て

第
３
号
議
案

理
事
の
辞
任
に
伴
う

後
任
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

第
１
号
報
告

令
和
元
年
度
事
業
計

画
書
・
収
支
予
算
書
の
報
告

全
て
の
議
事
を
終
了
後
、
伊
東
警

察
署
生
活
安
全
課
の
澤
田
和
希
係
長

に
よ
る
令
和
元
年
度
記
念
講
話
「
特

殊
詐
欺
の
被
害
者
と
な
ら
な
い
た
め

に
」
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
員
互
助
会
主
催
に
よ
る

「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
を
開
催
し
、
抽

選
結
果
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
総
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

シルバー伊東

第
六
十
一
回

定
時
総
会
を
開
催

セ
ン
タ
ー
活
動
優
良
者
を
表
彰
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シルバー伊東

理
事
長
挨
拶
～
抜
粋
～

平
成
30
年
度

事
業
実
績

令
和
元
年
度
組
織
図

第
61
回
総
会
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
の
総
会
に
は
お
忙
し
い
中
、
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
お
よ
び
多
数

の
会
員
の
ご
出
席
を
頂
き
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
す
。

初
め
に
昨
年
立
ち
上
げ
ま
し
た
独
自
事
業
で
あ
り
ま
す
、
シ
ル
バ
ー
交

流
サ
ロ
ン「
ふ
じ
の
ゆ
め
」
は
お
か
げ
様
で
開
設
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

「
囲
碁
」「
将
棋
」
を
は
じ
め
12
種
余
り
の
同
好
会
・
教
室
が
開
催
さ
れ
賑

や
か
に
な
り
、
こ
の
1
年
間
で
約
４
，
５
３
４
人
の
利
用
者
が
あ
り
ま
し
た

こ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
会
員
及
び
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
の

お
陰
で
す
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
高
齢
者
が
、
喜
び

や
生
き
が
い
を
共
感
す
る
仲
間
づ
く
り
の
為
、
お
お
い
に
サ
ロ
ン
を
利
用

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
「
会
員
１
０
０
万
人
達
成
」
計
画
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。
全
国
会
員
数
は
平
成
21
年
の
７
９
．
２
万
人
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
と
な
り
平
成
29
年
度
で
は
72
万
人
ま
で
落
ち
ま
し
た
。

約
半
数
の
６
５
０
団
体
が
減
少
傾
向
で
す
。
そ
ん
な
背
景
の
中
、
全
国
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は「
会
員
１
０
０
万
人
達
成
計
画
」
運
動
を
展
開
中

で
す
。
全
国
で
は
平
成
30
年
か
ら
令
和
６
年
の
７
年
間
で
、
72
万
人
か
ら

28
万
人
拡
大
し
１
０
０
万
人
と
す
る
目
標
で
す
。

静
岡
県
は
ど
う
か
と
い
い
ま
す
と
９
千
人
拡
大
し
３
万
人
が
目
標
で
す
。

１
０
０
万
人
を
達
成
す
る
に
は
、
一
朝
一
夕
で
達
成
で
き
る
も
の
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
７
カ
年
に
わ
た
る
長
期
計
画
期
間
と
な
っ

て
い
る
よ
う
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
い
う
管
理
手
法
で
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
目
標
に
向
か
っ
て
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
是
非
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
役
員
・
職
員
・
理
事
・
会
員
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

安
全
就
業
、
安
心
は
シ
ル
バ
ー
の
基
本
で
す
。
無
事
故
は
仕
事
の
原
点
で

す
。
物
損
、
人
身
、
交
通
事
故
な
ど
十
分
に
注
意
し
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
り
ま
し
ょ
う
。
又
、
夏
場
に
向
け
熱
中
症
、
特
に
車
の
運
転
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

終
わ
り
に
、
互
助
会
事
業
の
充
実
な
ど
も
合
わ
せ
て
、
皆
様
に
は
積
極

的
な
支
援
・
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
全
文
は
Ｈ
Ｐ
に
記
載
）

成沢　忠
佐々木　広雄（事務局）（兼）

森田　尚子（事務局）

◆事業実績の調査分析・収支情報の把握 ◆適正就業・職群班の充実の推進 ◆巡回指導を中心に事故の未然防止

◆諸規定の整備・組織体制の整備 ◆社会奉仕・ボランティア活動の企画・立案 ◆安全基準の周知徹底と安全対策の検証

◆健康維持管理と総合的交通安全の啓蒙活動

　合った就業を提供

◆シルバーワークプラザの維持管理

鳶田　正勝
銕川　陽一 工藤　啓一 能登　武則 太田　地行（兼）
太田　地行 奥山　勝男 郡　よし子

佐々木　広雄（事務局） 岡田　博子(事務局）

　 の効率化・活性化の諸施策の検討

◆地域社会の労働需要に合った事業拡大

◆「地域活性化委員会」を整備、これを中心◆就業相談などにより、会員のニーズに

　　として会員同士の連携強化

◆事務局・各関連部門と連携して組織 ◆シルバー伊東・ホームページの充実

◆会員互助会を応援し、相互協力を図る

川端　輝明
野中　賢（事務局）

◆総合的なシルバー事業の普及啓発

◆労働派遣・有料職業紹介の活用・推進 ◆会員増強（特に女性会員増強）

◆新規・独自事業の開拓・推進

総 会

理 事 会

監 事

総務財政部会 普及啓発部会事 業 部 会

角谷勝彦 太田地行 佐々木広雄

奥山勝男 鳶田正勝郡よし子
（互助会会長）

工藤啓一

理事長 副理事長 常務理事

総務財政部長 事業部長 普及啓発部長 安全推進部長

長倉喜一 銕川陽一

安全推進部会

能登武則 成沢忠川畑輝明

太田地行

（単位：円）

平 成 30 年 度 平 成 29 年 度 対 比 率
受託事業実績 216,491,888 226,610,399 95.53%
派遣事業実績 35,484,639 33,064,226 107.32%
実 績 合 計 251,976,527 259,674,625 97.04%

【平成30年度事業実績】
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シルバー伊東

個
人
情
報
保
護
方
針
の

策
定
に
つ
い
て

当
セ
ン
タ
ー
で
は
個
人
情
報
保

護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
事

業
活
動
に
当
た
り
取
得
し
た
個
人

情
報
の
保
護
と
、
そ
の
適
正
な
取

り
扱
い
に
努
め
る
こ
と
と
し
、
保

護
方
針
及
び
利
用
目
的
を
策
定

し
、
本
年
４
月
１
日
よ
り
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

「
個
人
情
報
保
護
方
針
」
は
左
記

の
通
り
で
す
。
な
お
、
詳
細
は
当

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
開

示
し
て
お
り
ま
す
。

「
就
業
意
思
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
報
告
」

事
業
部

今
年
度
は
じ
め
に
事
業
部
に
お
い
て
、
特
に
未
就
業
の
会

員
を
対
象
と
し
た
「
就
業
意
思
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施

し
、
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

◎
調
査
対
象
者
１
２
３
名
・
・全
体
会
員
数
の
２
０
．
５
％

平
成
30
年
１
月
～
調
査
実
施
日
（
４
月
15
日
）
時

点
で
当
セ
ン
タ
ー
で
の
未
就
業
会
員
（
但
し
、
明
確

に
就
業
で
き
な
い
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
方
は
除
い

た
）

〇
回
答
数

59
名
・
・
・
回
答
率
４
８
．
０
％

切
手
を
貼
っ
た
返
信
封
筒
を
同
封
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
回
答
率
が
半
数
に
も
満
た
な
い
と
い
う
結
果
は
や

や
残
念
で
あ
っ
た
。
回
答
者
の
内
で
も
「
現
在
就
業
で
き

な
い
」
と
い
う
方
が
20
名
（
回
答
者
率
で
３
３
．
９
％
）
、
未

回
答
者
の
方
と
併
せ
る
と
84
名
で
、
対
象
者
の
６
８
．

３
％
の
方
が
就
業
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。
そ
れ
で
も
セ

ン
タ
ー
に
在
籍
し
て
い
る
の
は
当
セ
ン
タ
ー
会
員
で
あ
る

だ
け
で『
生
き
が
い
』
を
得
ら
れ
る
思
い
が
あ
る
こ
と
と

受
け
止
め
た
。

〇
現
在
の
就
業
意
思
に
つ
い
て
の
問
い
に
は

就
業
で
き
る
が
39
名
で
、
回
答
者
の
６
６
．
１
％…

調

査
対
象
全
体
で
は
３
１
．
７
％
の
回
答
と
な
っ
た
。
現
在

当
セ
ン
タ
ー
の
就
業
募
集
に
希
望
す
る
仕
事
が
あ
る
と

答
え
た
方
は
５
名
で
あ
り
、
回
答
者
の
８
．
５
％
で
対
象

者
の
４
．
１
％
な
り
、
や
は
り
セ
ン
タ
ー
に
多
く
来
る
職

種
と
会
員
の
皆
様
方
の
希
望
職
種
に
は
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ

る
こ
と
が
改
め
て
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

〇
希
望
す
る
職
種
の
問
い
に
は

希
望
職
種
の
回
答
が
あ
っ
た
方
が
31
名
で
回
答
者
率
は

５
２
．
５
％
で
あ
り
、
希
望
す
る
職
種
と
し
て
は
圧
倒
的

に
多
い
の
が「
公
共
施
設
等
の
施
設
管
理
」
で
あ
り
、
ま

た
、
特
殊
な
資
格
、
技
術
等
を
有
す
る
方
の
希
望
職
種

も
４
名
ほ
ど
い
ま
し
た
。

●
今
後
の
事
業
部
と
し
て

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
精
査
し
た
結
果
、
こ
れ
ま

で
通
り
受
け
た
職
種
に
つ
い
て
は
、
広
く
会
員
皆
様

に
就
業
募
集
等
で
案
内
し
、
希
望
会
員
に
就
業
提

供
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
具

体
的
に
伺
っ
た
セ
ン
タ
ー
に
無
い
職
種
に
つ
い
て
は
、

そ
の
職
種
を
開
拓
で
き
そ
う
な
事
業
所
等
を
訪
問

し
、
一
つ
で
も
多
く
希
望
職
種
が
確
保
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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「
安
全
啓
発
」

安
全
推
進
部

安
全
は
「
人
命
尊
重
」
で
あ
り
作
業
場
に
お
け
る
「
労
働
災

害
」「
事
故
」
を
防
止
し
、
安
心
し
て
働
け
る
作
業
環
境
の
実
現

を
基
本
と
す
る
も
の
で
す
。

作
業
場
か
ら
「
全
て
の
危
険
」「
小
さ
な
災
害
」
を
な
く
す
た

め
に
、
作
業
員
が
高
い
安
全
意
識
を
も
っ
て
注
意
深
く
行
動
す

る
こ
と
が
重
要
な
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
今
ま
で

何
も
な
か
っ
た
」「
あ
の
人
が
」「
年
を
と
っ
た
か
ら
」
と
他
人
事

と
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

作
業
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
「
Ｋ
Ｙ
」
（
危
険
予
知
活
動
・
作
業
に

伴
う
危
険
を
認
識
し
、
安
全
面
を
考
慮
し
実
行
す
る
こ
と
。
）

で
個
人
の
安
全
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、

①
定
め
ら
れ
た
安
全
ル
ー
ル
を
確
実
に
実
行

②
作
業
開
始

前
に
作
業
手
順
の
確
認

こ
れ
ら
を
徹
底
し
、
事
故
の
な
い
作

業
環
境
作
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
標
語
の
抜
粋
】

「
あ
た
り
ま
え
を
あ
た
り
ま
え
に
す
る
こ
と
が安

全
で
あ
る
」

「
安
全
は
人
に
頼
る
な
任
せ
る
な
、
再
確
認
で

安
全
作
業
」

最
近
の
事
故
報
告

傷
害
事
故

過
去
五
年
間
で
発
生
し
た
傷
害
保
険
の
対
象
と
な
る
事
故

は
、
表
の
通
り
二
十
七
件
が
発
生
し
、
事
故
の
多
く
が
転
倒
に

よ
る
も
の
で
、
骨
折
に
い
た
る
場
合
も
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
内
十
八
件
が
女
性
会
員
に
よ
る
事
故
と
な
っ
て
お

り
、
筋
力
の
低
下
も
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
熱
中
症
も
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
ま

め
な
休
養
や
水
分
補
給
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

傷
害
事
故
は
起
こ
し
た
本
人
の
そ
の
後
の
生
活
に
支
障
を
き

た
す
事
態
も
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。
自
分
の
体
力
の
衰
え
も
自

覚
し
、
十
分
に
注
意
を
払
い
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

損
害
事
故

損
害
保
険
の
対
象
と
な
る
事
故
の
発
生
は
、
こ
こ
数
年
は
減

少
し
、
特
に
平
成
二
十
八
年
十
二
月
か
ら
二
年
一
か
月
に
わ

た
り
無
事
故
が
続
き
ま
し
た
。

事
故
の
多
く
は
、
草
刈
り
時
の
刈
払
機
使
用
に
よ
り
、
小
石

等
を
飛
散
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
車
両
等
へ
の
傷
つ
け
、
確
認
不

足
に
よ
る
電
気
・
電
話
線
等
の
切
断
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
本

年
度
に
入
っ
て
も
同
様
な
状
況
で
の
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。幸

い
な
こ
と
に
人
身
事
故
等
大
き
な
事
故
の
発
生
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
も
し
重
大
な
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
保
険
だ
け
で

対
処
で
き
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
就
業
時
の
機
器
の
点

検
、
現
場
の
把
握
、
飛
散
防
止
等
を
徹
底
し
、
事
故
の
無
い
作

業
環
境
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

尚
、
安
全
対
策
も
さ
れ
ず
事
故
を
起
こ
し
た
作
業
者
に
対
し

て
は
、
安
全
推
進
部
で
の
検
証
の
う
え
、
就
業
禁
止
等
の
厳
し
い

処
分
を
し
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
な
事
故
例
の
場
合
、
保
険
の
適

用
外
に
す
る
こ
と
も
検
討
中
で
す
。

シルバー伊東

年度 傷害 損害
平成26 9 1
平成27 6 2
平成28 4 1
平成29 4 0
平成30 4 1

計 27 5

過去５年の事故発生件数

「
個
人
情
報
保
護
方
針
」

一

個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
、
法
令
及
び

国
が
定
め
る
指
針
を
遵
守
し
ま
す
。

二

個
人
情
報
の
取
得
・
利
用
に
当
た
っ
て

は
、
そ
の
利
用
目
的
を
特
定
す
る
こ
と
と

し
、
特
定
さ
れ
た
目
的
以
外
に
は
利
用
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
利
用
目
的
の
達
成
に
必
要

な
範
囲
を
超
え
て
個
人
情
報
を
取
り
扱
う

こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

三

取
得
し
た
個
人
情
報
は
、
法
令
に
定
め

る
場
合
等
を
除
き
、
ま
た
予
め
本
人
の
同

意
を
得
る
こ
と
な
く
第
三
者
に
提
供
す
る

こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

四

要
配
慮
個
人
情
報
は
、
本
人
の
同
意
な

く
取
得
す
る
こ
と
も
、
第
三
者
に
提
供
す

る
こ
と
も
し
ま
せ
ん
。

五

法
令
に
定
め
る
場
合
等
に
個
人
情
報

を
第
三
者
に
提
供
す
る
場
合
に
は
、
法
令

等
の
要
件
に
従
っ
て
、
必
要
な
記
録
を
作
成

し
、
当
該
記
録
を
保
存
し
ま
す
。

六

個
人
情
報
保
護
の
漏
え
い
、
滅
失
又
は

毀
損
を
防
止
し
、
及
び
是
正
す
る
た
め
に
、

個
人
情
報
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
と
し
、

組
織
的
・人
的
・
技
術
的
な
安
全
対
策
措
置

を
講
じ
ま
す
。

七

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
苦
情
を

受
け
た
場
合
は
、
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

八

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
継
続

的
な
改
善
を
行
い
ま
す
。
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事
務
局
だ
よ
り

〝
シ
ル
バ
ー
伊
東
〟
に
会
員
の
皆
様
の
声

を
い
つ
で
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

就
業
中
あ
っ
た
嬉
し
い
話
。
普
段
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
。
シ
ル
バ
ー
伊
東
で
取
り
あ

げ
て
ほ
し
い
内
容
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

配
分
金
の
支
払
い

◆
配
分
金
明
細
書
は
郵
送

◆
支
払
い
は
、
会
員
さ
ん
の
登
録
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

◆
振
込
日(

６
月
分
～
８
月
分
）※振込先の変更を希望される方は

センターへご連絡ください

入
会
説
明
会

会
員
募
集
中
！

お
友
達
に
お
知
ら
せ
下
さ
い.

。

○
8
月
20
日
（火
）

○
9
月
17
日
（火
）

○
10
月
15
日
（火
）

時
間

午
後
1
時
30
分
～

場
所

セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

持
ち
物

（
写
真
・
年
会
費
２
千
５
百
円
・
緊
急
の

場
合
の
連
絡
先
・
振
込
銀
行
口
座
情
報
）

シルバー伊東

夏
に
向
か
っ
て
水
分
補
給
情
報

▼
熱
中
症
対
策
に
お
水
の
ゼ
リ
ー
は
い
か

が
？１

日
に
必
要
な
水
分
量
は
、
体
重
１
㎏
に
対
し

て
40
㎖
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
体
重
50
㎏
の
人
は

約
２
Ｌ
必
要
で
す
。

毎
日
の
食
事
で
約
１
Ｌ
、
そ
れ
以
外
で
１
Ｌ
の
摂
取

が
必
要
で
す
。

飲
み
物
だ
け
で
な
く
、
果
物
や
、
お
水
の
ゼ
リ
ー

な
ど
で
、
お
い
し
く
上
手
に
摂
取
し
て
く
だ
さ
い
。

連
続
無
事
故
日
数
の
報
告

（
令
和
元
年
７
月
２
日
現
在
）

夏
に
向
か
っ
て
の
虫
さ
さ
れ
対
策

虫
刺
さ
れ
対
策
と
し
て
、
携
帯
し
て
い
る
と
安
心
な
も

の
を
2
つ
ご
案
内
し
ま
す
。

一
つ
は
、
昨
年
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
刺
さ
れ
た
時
に

す
ぐ
に
毒
を
吸
い
出
せ
る
よ
う
に
携
帯
用
の「
イ
ン
セ
ク

ト
ポ
イ
ズ
ン
リ
ム
ー
バ
ー
」
で
す
。
写
真
の
よ
う
に
使
用

し
て
、
毒
を
す
ぐ
に
吸
い
出
せ
ば
、
症
状
の
悪
化
を
防
い

で
く
れ
ま
す
。

二
つ
目
は
、
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
虫
が
寄
っ
て
く
る
の
を

防
ぎ
ま
す
。
フ
マ
キ
ラ
ー
か
ら
発
売
さ
れ
て
い
る
ス
キ
ン

ベ
ー
プ
は
マ
ダ
ニ
に
も
効
き
目
が
あ
る
よ
う
で
す
。

請負・委任 派　遣

元年6月分 7月12日（金） 7月25日(木）

元年7月分 8月15日（木） 8月23日（金）

元年8月分 9月13日（金） 9月25日（水）

配　分　金　支　払　日
就　業　月
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手芸倶楽部
デジカメ
倶楽部

ゴルフ
同好会

カラオケ
同好会峠

将棋同好会
ウォーキング

くらぶ
釣り同好会 囲碁同好会

活動日

①毎週水曜
　午後
②毎週土曜
　午後

毎月第１火曜
14時～

①月例会
毎月第2木曜
②年間MVP
決定戦

①毎月第1・2
月曜
13時～16時
②毎月第3・4
月曜
13時～16時

毎週火曜日
13時～

令和元年6月
～令和2年の
間で4～5回

不定期
毎週水曜日
10時～12時

活　動
場　所

ゆめ市場
交流サロン
ふじのゆめ
１階

ゴールド川奈
ゴルフコース

①泉会館
②スナック
　ブルドック

交流サロン
ふじのゆめ
２階

伊豆半島
ウォーキング
コース

海
交流サロン
ふじのゆめ
２階

会員数
女性　14名
男性　 0名

女性　0名
男性　7名

女性　3名
男性　22名

女性　13名
男性　 9名

女性　0名
男性　9名

女性　7名
男性　6名

女性   1名
男性　10名

女性　 1名
男性　14名

幹　事 小澤　榮 長倉　喜一 高谷　滋男 松下　輝美 市川　誠 角谷　勝彦 井ノ内　靖 工藤　啓一

互
助
会
通
信

シルバー伊東

横
浜
ク
ル
ー
ズ
船

ロ
イ
ヤ
ル
ウ
イ
ン
グ

贅
沢
な
船
上
空
間
で
横
浜
の
美
景

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
を
愉
し
み
ま
せ

ん
か
？

横
浜
中
華
街
散
策
も
あ
り
ま
す
。

日
時
：
10
月
3
日
（木
）

費
用
：
７
，
０
０
０
円

定
員
：
45
名
（先
着
順
）

詳
細
は
、
後
日
、
申
込
用
紙
と
共
に

お
届
け
し
ま
す
。

～
新
し
く
互
助
会

会
員
に
な
ら
れ
た
方
へ
～

互
助
会
で
は
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

◆
扶
助
事
業

弔
慰
金
給
付
（
死
亡
）
一
万
円

傷
病
見
舞
金
給
付

（
入
院
療
養
10
日
以
上
）
五
千
円

同
傷
病
に
つ
き
１
回
限
り

◆
福
利
厚
生
事
業

会
員
親
睦
旅
行
等
の
交
流
事
業
の
実
施

同
好
会
活
動
へ
の
助
成

◆
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
協
力

セ
ン
タ
ー
の
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
地
域

社
会
奉
仕
活
動
に
積
極
的
に
協
力

互
助
会
役
員
の
ご
紹
介

会
長

郡
よ
し
子

副
会
長

小
澤
栄

監
事

井
ノ
内
靖

・
長
倉
喜
一

会
計

松
下
輝
美
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近所の生垣の「くちなしの花」が今年も咲き始めました。とてもいい香りがしています。花言葉は「と

ても幸せです」「喜びを運ぶ」「洗練」「優雅」との事です。（T.N）

シジュウカラ夫妻が今年も庭の巣箱で子育て。そろそろ巣立ち！の頃ちょっと外出。その間に８羽全

員が飛び立ちました。あ～あ。また来年待ってるね。！ よろしくお願いします。 （Ｙ．Ｋ）

今年も、ホタルを見に行きたいと思いながら、行かなかった。今できることを先延ばししない☆彡

やりたいことは、すぐに実行★・・・できるといいな・・・・・♪（H.O)

シルバー伊東

「
ウ
グ
イ
ス
の
知
っ
て
楽
し
む
」

ウ
グ
イ
ス
は
さ
え
ず
り
が
美
し
い
三
鳴
鳥
「
ウ
グ
イ
ス
・
オ
オ
ル

リ
・
コ
マ
ド
リ
」
と
言
わ
れ
全
国
に
分
布
し
て
い
る
。
鳴
く
時
期
は

ウ
グ
イ
ス
の
別
名
「
春
告
げ
鳥
」
な
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
春

し
か
鳴
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
年
中
鳴
い
て
い
る
。
但
し

鳴
き
声
が
異
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
「
ホ
ー

ホ
ケ
キ
ョ
」
と
い
う
鳴
き
声
は
春
先
に
繁
殖
期
を
迎
え
、
オ
ス
が
自

分
の
縄
張
と
、
メ
ス
を
縄
張
り
に
呼
び
込
む
た
め
に
懸
命
に
発
声

練
習
を
し
て
発
す
る
さ
え
ず
り
の
声
と
い
わ
れ
る
。

又
「
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
」
と
い
う
鳴
き
声
も
き
く
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
鳴
き
声
は
外
敵
に
対
し
て
の
威
嚇
と
縄
張
り
の
中

に
い
る
メ
ス
に
対
し
て
危
険
を
知
ら
せ
る
合
図
と
な
っ
て
い
る
。

鳴
く
時
期
は
地
域
差
は
あ
る
が
２
月
～
５
月
ご
ろ
の
繁
殖
期
に

子
孫
を
残
す
た
め
に
メ
ス
を
振
り
向
か
せ
る
為
で
す
。

秋
ご
ろ
ま
で
鳴
い
て
い
る
オ
ス
は
メ
ス
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
（
繁

殖
期
）
為
の
行
為
で
す
。
冬
の
時
期
は
繁
殖
期
で
は
な
い
の
で
竹

ヤ
ブ
・
笹
ヤ
ブ
の
中
で
お
と
な
し
く
し
て
い
ま
す
。
鳴
き
声
は「
チ
ャ
、

チ
ャ
」
と
聞
え
ま
す
。
姿
を
見
つ
け
る
の
は
容
易
で
は
な
い
け
ど
、

ど
こ
か
に
移
動
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

・
・
・
・
ま

だ

ま

だ

さ

え

ず

り

が

続

い
て
い
る

・
・
・
・

～
ヤ
フ
ー
の
知
恵
袋
よ
り
抜
粋
～
（
普
及
啓
発
部

能
登

武
則
）

【

宇
佐
美
地
域

】

 
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

【

川
奈
・
吉
田
地
域

】

【

宇
佐
美
地
域

】

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

佐
藤
和
子

野
口
博
・
西
島
義
雄
・
佐
藤
美
津
男
・
成
沢
悦
子

瀧
芳
充
・
高
野
峰
雄
・
野
口
俊
一
・
野
口
美
惠

【

荻
・
十
足
地
域

】

【

川
奈
・
吉
田
地
域

】

髙
橋
節
郎
・
青
山
和
雄

島
村
惠
美
子
・
小
川
増
男
・
上
原
千
尋
・
鈴
木
義
朋

石
井
勉
・
木
村
文
生

【

岡
・
鎌
田
地
域

】

【

新
井
・
玖
須
美
地
域

】

【

湯
川
・
松
原
地
域

】

広
瀬
儀
勝

小
野
怜
子
・
日
吉
茂
昭
・
田
中
直
行
・
田
中
悦
児

野
中
修
・
石
井
忠
男

氏
家
か
を
り
・
岡
部
新
次
郎
・
山
本
隆
・
石
原
正
勝

田
村
勝
男
・
中
原
良
一
・
上
野
秀
男
・
江
面
英
男

武
山
正
志

【

対
島
地
域

】

【

岡
・
鎌
田
地
域

】

髙
井
貞
子

石
原
は
る
美
・
南
條
龍
男

【

湯
川
・
松
原
地
域

】

金
子
マ
サ
江
・
山
田
美
智
子

山
﨑
武

【

新
井
・
玖
須
美
地
域

】

片
野
順
司
・
伊
藤
と
も
・
岩
瀬
光
徳
・
深
沢
明
好

升
田
由
喜
子
・
川
端
純
一
郎
・
木
村
篤
司
・
鈴
木
勝
彦

平
成
31
年
4
月
か
ら
令
和
元
年
6
月
ま
で
の

新
入
会
員
ご
紹
介[

地
域
順
・敬
称
略]

平
成
31
年
4
月
か
ら
令
和
元
年
6
月
ま
で
の
退
会
者

[

地
域
順
・敬
称
略]

星
野
紀
一
・
土
屋
惠
一
・
加
藤
義
文
・
山
下
義
一

【

対
島
地
域

】

【

荻
・
十
足
地
域

】

清
水
一
男

二
宮
春
美
・
座
間
光
男
・
神
田
雅
代
・
小
澤
サ
ヨ
子

山
口
幾
久
也
・
橋
本
千
恵
子
・
井
島
直
司
・
肥
田
君
江

片
野
順
司
　
様

【

川
奈
・
吉
田
地
域

】

菅
沼
誓
一
・
永
野
達
・
大
村
脩
平
・
草
地
操

訃
報

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
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	表紙P1 (3)
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	ｐ
	事務局だよりP6
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	P8

	
	Ｐ７互助会通信 
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